
集合住宅における省エネ対策 
と 

高齢者対応（認知症）について 

2021年7月2日（金）13：30～15：30 
第168回 省エネルギー学習会 

大塚 紀夫 
（マンション管理士、ＯＢＮ会員） 



本日のお話 
 

１．マンション管理士とは 
 

２，集合住宅における省エネ対策 
 

３，集合住宅における高齢者対応 
 

４，認知症とは（動画） 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
認知症の原因・予防・治療については、 
松島由季（医療情報通訳者）さんに 
補足説明して頂きます。  



マンションという語は、 
 

日本のデベロッパーが昭和30年代初めより、一部の限

られた階層を対象に、公団住宅などとは一線を画した高
級路線の集合住宅を、高級感をイメージするために「マ
ンション」と銘打って売り出したことに由来するという。 
 

その後、対象とする層を広げて多様なものが開発、販売
されるようになっても、「マンション」という呼び名が定着。 
 

米国では、Mansion    ＝大邸宅、館（やかた）。 
英国では、Mansion House＝市長公邸、 
       Mansion block ＝高級なアパート。 
日本のマンション（集合住宅）の英語は 
       ＡpartmentまたはＣondominium  
 

Ｒesidence：豪邸、居住地（期間）、本社の意味 



マンションの管理の適正化の推進に関する法律 
（2000年（平成12年）12月8日に公布） 

 土地利用の高度化の進展その他国民の住生活を取り
巻く環境の変化に伴い、多数の区分所有者が居住する
マンションの重要性が増大していることにかんがみ、 
 

 マンション管理士の資格を定め、マンション管理業者
の登録制度を実施する等マンションの管理の適正化を
推進するための措置を講ずることにより、 
 

 マンションにおける良好な居住環境の確保を図り、
もって国民生活の安定向上と国民経済の健全な発展に
寄与することを目的とする法律である 



１．マンション管理士とは 
・マンション管理士は、 
  マンション管理組合の立場で、マンションの維持・管理・運営に 
  関して管理組合や所有者などに助言や指導、援助を行う。 
    （管理業務主任者はマンション管理会社の立場で業務を行う） 
 

 

・マンション管理士試験 
  試験主体＝国土交通大臣。 
  試験機関＝公益財団法人 マンション管理センター。 
 （管理業務主任者は一般社団法人 マンション管理業協会） 
 

  2001年 (平成13年)から実施。 
  合格率は7～9％前後の難関国家資格。 
  例（Ｒ１年度）： 
    司法書士    ＝3.5%    社会保険労務士＝6.6% 
    土地家屋調査士＝9.6％   一級建築士   ＝12.0%     
    行政書士    ＝11.5%    司法試験 (日本)＝33.6% 



２，集合住宅における省エネの課題 

   マンションは「専有部分」と「共用部分」に分かれています。 
 

専有部分とは、 
 個別に区分された住居などの独立空間を指します。 
 101号室とか502号室とかをイメージすればわかりやすいと思います。 
  

共用部分とは 
 専有部分以外の所で、区分所有者が共同で利用する場所。 
 
 ・法定共用部分＝壁・屋根など建物の主要構造部分、 
            廊下・階段・玄関など構造上共用とされる部分 
 
 ・規約共用部分＝管理人室・集会室・物置など、本来は専有部分 
            となる所で規約により共用とされる部分 
 





取替・更新などは普通決議。太陽光パネルなど新たに設置する場合は特別決議が必要。 

共用部分の省エネ対策（組合員の決議） 











































































マンション一括受電 
（高圧一括受電） 

省エネでは無い 
（電気代の節約） 

契約電力が50kWを超える場合は、高圧電力契約が可能。 

低圧電力＝約25円/kWh  高圧電力＝約16円/kWh 
約36％節約 （電力会社などにより異なる：平成 27 年 12 月） 



PMコンサルタント事務所（川口市）のＨＰより 





①トラブルの事例 
 
②管理会社の課題 



ａ：『○階のおばあちゃんが、エントランスに座り込んでいることがあり、  
  鍵を持たずに出て、オートロックを開けられない様子。』 
  （居住者からの通報） 

①トラブルの事例 

b：『声をかけたところ、「デイサービスが迎えに来るはずなのに来 
  ない。」というが、早朝６時前のことで、徘徊なのではないか？』 
  （居住者からの通報） 

c:認知症の独居老人が仏壇に線香を上げたまま外出し、座布団 
   に引火。警報機鳴動でボヤで収まる。 

d:『集合郵便受けの開錠番号を忘れた。』本人確認のため 
    自宅電話番号を聞くが、忘れたとのこと。 



f:『隣戸の高齢男性が「うるさい！」と怒鳴り込んでくる。（心当 たり   
   なし）』大変恐怖を感じた。 

g:ルールを守らないごみ出しがあり、目撃した方から、認知症 
    の居住者が出したものとの連絡がある。 

h:輪番制で管理組合役員を決めているマンションにおいて、順 
   番が廻ってきた際に、認知症気味のため引き受けられないと 
   の申し出を受ける。 

e:「自宅でない住戸の扉をたたきながら「開けろ！」と暴れてい  た」 
   （住居者からの通報） 



②管理会社の課題 

a：オートロック普及による弊害（セキュリティー） 
     オートロックは、高齢者（特に認知症高齢者）にとって、危険 
   と なりうる。鍵を持たずに外出してしまうと再入館できず、  
   代替の方法も判断できずパニックになることもある。 

b：安否確認のための専有部分進入の判断 
   管理業務を通じて事故の可能性があると思われる場合で 
  も、親族からの申告でなければ警察は対応しない場合が多い。 

ｃ：個人情報の取得と緊急連絡先 
   高齢者の安全を考えると、個人情報の取得は極めて重 
   要である。 



ｄ：認知症であることの判断 
   会話などから認知症的な様子を感じても、医学的根拠   
   に基づいていない素人判断である。 

ｅ：サービス提供側の高齢化 
   マンション管理の現場の担い手として、管理員・日常 
   清掃員が大変重要であるが、人手不足・高齢化が業 
   界全体の問題となっている。 



４，認知症とは 

認知症ねっと（５分） 

認知症とは.mp4


認知症の人との接し方 動画（３分） 

認知症との接し方.mp4
認知症との接し方.mp4
認知症との接し方.mp4




ここから 
 

認知症の原因・予防・治療などについて 
松島由季さんに補足説明して頂きます。 
 

 

＜松島由季＞ 
 

  •  次世代環境予防健康学  トランスレーター 
  •  次世代環境予防医学研究会  会長 
  •  認知症ケア指導管理士 
  •  健康予防管理専門士（総合ケア推進協議会  会員） 
  •   健康管理士一般指導員（日本成人病予防協会  会員） 
  •   東京大学(医)  C-BEL  医療倫理委員 
  •   東京大学医学研究科  勤務 
  •   千葉県地球温暖化防止活動推進員 
  •   紅茶コーディネーター 
            




